
 単元名：地理的分野「アフリカ州」（第１学年） 

 

教科（地理的分野）の目標 (３)「学びに向かう力，人間性等」 

日本や世界の地域に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究，解決し
ようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される我が国の国土に対する愛情，世
界の諸地域の多様な生活文化を尊重しようとすることの大切さについての自覚などを深める。 

単元の目標(３)「学びに向かう力，人間性等」 単元の評価規準「主体的に学習に取り組む態度」 

アフリカ州について、よりよい社会の実現を視野に、そこ
で見られる課題を主体的に追究、解決しようとする態度を
養う。 

アフリカ州について、よりよい社会の実現を視野に、そこ
で見られる課題を主体的に追究、解決しようとしている。 

 

○ 指導と評価の計画（全６時間） 

※【記録に残す評価】◎＝ペーパーテスト、〇＝単元振り返りシートの記述、☆パフォーマンス課題、【指導に生かす評価】● 

時 学習課題等 
ねらい 

※第４時の学習内容の一部を第１時に取り入れた単元デザイン（次頁参照） 

評価の観点 

知 思 態 

導
入 

１ アフリカ州と私 
アフリカ州の課題と自分の生活とのつながりを発見する学習を通して、主体的に
パフォーマンス課題を設定する。（※「かふやみ 20の力」一覧表から本単元学習
を通して身に付けたい力を選び「未来シート」に記入する。） 

 ● ● 

展
開
Ａ 

２ 自然環境と気候 
自然環境の特色を地図や主題図から読み取り、気候の特色を雨温図と植生から理

解する。 
◎ ● 

 

３ 歴史と文化 
植民地支配されていた歴史や宗主国との結びつきについて図表などから考察し、

政治的・経済的な団結を目指していることを理解する。 
◎ 

●
◎ 

 

展
開
Ｂ 

４ 産業と課題 
輸出用作物の栽培や鉱山資源の開発が盛んであることを資料から読み取り、特定

の産業物の輸出に頼った経済の問題点を考察する。 
◎ 

〇
◎ 

 

５ 課題と必要な支援 
課題（食料問題・医療問題等）とその対策について多面的・多角的に理解し、ア

フリカ州の発展のために必要な支援について追究、考察する。 
◎ 〇 

 

ま
と
め 

６ パフォーマンス 
アフリカ州について学習してきたことを踏まえてパフォーマンス課題に取り組
むことを通して、よりよい社会の実現を視野にアフリカ州に見られる課題を主体
的に追究、解決しようとする。（※「未来シート」を記入する。） 

  ☆ 

 

◎ キャリア教育の視点を踏まえた授業改善 
 
 

 

 

 

 

キャリア教育の視点を踏まえた授業改善 
ねらいとしたこと（期待される効果） 

手立て 関連する「かふやみ」や〈20の力〉の例 
(

ア)

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題 

25 歳の海外協力

隊を目指す自分 

〔みとおす力〕 

み①：将来を想像する力 

み⑤：キャリアを形成していく力 

「海外協力隊を目指す25歳」と設定することで、自

分の将来を想像しやすくなることを目指した。 

アフリカ州の 

課題解決に行く 

〔かかわる力〕 

か⑤：社会に参画し形成する力 

「アフリカ州の課題解決に行く」と設定すること

で、社会参画意識がより一層、涵養されることを

目指した。 

社長を説得する 

プレゼン 

〔やりぬく力〕 

や①：問題を発見できる力 

「社長を説得するためのプレゼン」と設定するこ

とで、学習を通して見出したアフリカ州の課題を

提示することを目指した。 

(イ) 社会力アップシ-ト 

（次頁に掲載） 

〔みとおす力〕 

み④：目標を確認し次につなげる力 

〔ふり返る力〕 

ふ④：自分を見つめる力 

単元課題への考えを予想して見通しを持つととも

に、毎時の振り返りを「Ｒ80」で行うことで思考の

変容を可視化して実感することを目指した。 

(ウ) アクティビティ 

〔かかわる力〕 

か②：進んで考えや気持ちを伝える力 

か④：協力する力 

適宜フォトランゲージやカードワーク等のアクテ

ィビティを取り入れることで、楽しみながら協働

して考えを深め広げることを目指した。 

(エ) 「未来シート」 

   （全教科共通） 

〔みとおす力〕 

み②：自分の目標を設定する力 

〔ふり返る力〕 

ふ④：自分の良いところを見つめる力 

学習への見通しを持って身に付けたい力を選ぶと

ともに、学習後に自己評価をすることで振り返る

材料となることを目指した。 

本単元では「学びに向かう力」育成に向け、(ア)パフォーマンス課題、(イ)社会力アップシート、(ウ)アクテ
ィビティ、(エ)「未来シート」を取り入れた単元デザインを行う。この４つを取り入れることで、キャリア教
育の視点を踏まえた授業改善となることを目指した。特に、(ア)では単元課題「アフリカ州に見られる課題は
何か」を「25歳になった自分が海外協力隊としてアフリカ州の課題解決に行くために、社長を説得するプレゼ
ンをしょう！」とパフォーマンス課題として再設定した。下表に(ア)～(エ)とキャリア教育の視点（かふや
み）の関連性やその授業改善によってねらいとしたこと（期待される効果）を示す。 



○ 「主体的に学習に取り組む態度」【態】の評価の進め方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇 授業の様子（第１時・第４時・第６時の主な活動を紹介） 

 【第１時】 アフリカ州の抱える課題と自分のつながりを見いだし、アフリカ州学習への見通しを持とう！ 

１．フォトランゲージ ２．映像視聴 ３．グループワーク・全体共有 

 

 

 

 

 

 

 

  

複数の写真(スライド）から植生や衣

服・建物に着目しアフリカ州であるこ

とを読み取り学習への関心を高める。 

ガーナのカカオ栽培家族を手伝いなが

ら交流する日本の若者の映像を視聴し

てアフリカ州の現状を理解する。 

チョコを見たことも食べたこともない

ガーナの家族に自分ならチョコをあげ

るか否か根拠を基に判断し共有する。 

４．社会力アップシートの記入 ５．パフォーマンス課題への予想 ６．「未来シート」の記入 

 

 

 

 

 

 

 

  

キーワードから本時の学習に対する気

持ちを 1 個選び、その理由を「Ｒ80」

で記入してグループ等で共有する。 

単元課題への見通しを持つと同時に、

現時点で考えられるアフリカ州の課題

を社会力アップシートに記入する。 

「かふやみ20の力一覧表」を見ながら

本単元学習で身に付けたい、伸ばした

い力を２項目以上選び記入する。 

【単元課題】 パフォーマンス課題 アフリカ州の課題  か  「     力 となってアフリカの課題解決に取り組むために社 に   ン（  ）しよう 」

  してみよう （単元  の考え）

 【めあて】とキー ー  まとめ・ふりかえり（それ  のキー ー がある     の に記入しよう ）

１【アフリカ州 の  関 を める 】    の授業を えて、 の気  をキー ー から１つ選び「   」で  しよう。

  ど いた かなしい ありがたい

知りたい    

  えたい  思  こまった

２【自然環境に どのような特色がみられるか】  アフリカ州の自然環境の特色を  からの  に 目して、キー ー を って「   」で  しよう。

  イ          

  化 雨 と  

     ア        

３【どのような歴史・文化がみられるか】  植民地時 の   どのようなとこ に見られるか、キー ー を って「   」で  しよう。

   アフリカ連 アパ ト イト

植民地 多 な民 ・  

    ー  パ   

４【産業の特色と課題 どのようなことか】  アフリカ州の経済について、    的 ったキー ー を つ選び「   」で  しよう。

 輸出用作物 鉱山資源  ア   

  カ  ャー経済 フ アト ー 

  国 業  い   ど   

５【アフリカが える課題と必要な支援  か】  アフリカ州での課題とその取り組みについて、    的 ったキー ー を つ選び「   」で  しよう。

 人   食料      

  化  イ  マ リア

   化         力 

６ 【単元課題（パフォーマンス課題）】「     力 となってアフリカの課題解決に取り組むために社 に  ンしよう 」に対する単元  の考え

 

 

社会科 「社会力ア  シート」 単元   組    

【態】は一朝一夕に育つものではなく、思考力・判断力・表現力とも連動しながら単元全体を通して育み、その高まり

を見取っていくことが肝要である。そこで、下図の「社会力アップシート」と命名した１枚の単元振り返りシートを作

成し用いた。第１～５時にかけて提示された８個のキーワードを基に「Ｒ80」による振り返りを行うシートである。第

６時では別紙の構想シート(次頁掲載)も活用しながらパフォーマンス課題に取り組み、本シートの最下段に清書して発

表する。授業者は本シートの「Ｒ80」を【思】、パフォーマンス課題を【態】の主たる評価材料とすることができる。 

パフォーマンス

課題への 

ルーブリック例 

Ａ評価 よりよい社会の実現を視野に、そこで見られる課題を主体的かつ具体的に追究，解決しようとしている。 

Ｂ評価 よりよい社会の実現を視野に、そこで見られる課題を主体的に追究，解決しようとしている。 

Ｃ評価 （Ｂ評価以下の場合） 

 

 

 

  

 

たくさん人がい
て、活気にあふ
れているね  
どこの州かな  

「 ど いた」です。
なぜなら… 

アフリカ州の課題 、貧
困で ど が学校に行っ
ていないことかな  

身に付けたい力
 「か④」「や③」
「み①」 な 

※「Ｒ80」について 

（アール・エイティ） 

ふり返り（Reflection）を

二文 80文字で書く手法。

二文を「なぜなら」等の接続

詞でつなぎ、後文は前文の

根拠となる記述を目指す。 

 ョコ っ
ているから
あげよう   

あげること
 、いいこ
とかな   

 本人Ａ  本人Ｂ 

 

あげた方がいいと思う。
 いしい のを作って
いるという自 に な
るんじゃないかな… 

 ョコ   
見たこと 、 
食べたこと 
 ない  

一 の 
収入55円、 
 収２万円 

ガーナの一家 



【第４時】 アフリカ州の産業には、どのような特色や課題があるか考察しよう！ 

１．フォトランゲージ ２．スマホに関するクイズ ３．カードワーク（スマホができるまで） 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

スライドで提示された写真を全員でフ

ォトランゲージし、気づいたことや疑

問を出し合い「問い」を持つ。 

スマホに関するクイズ(全５問)につい

て既習事項を活用し答えを導き出す。

(例:Ｑ４は世界の人口と比較する) 

スマホの生産工程をグループで共同し

て考えカード(10枚)を並べることを通

してサプライチェーンを理解する。 

４．新聞記事で理解 ５．地図・グラフの読み取り ６．「社会力アップシート」の記入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

新聞記事を読み、子ども兵士はスマホ

の原料であるレアメタル争奪に起因し

ていることを理解する。 

鉱産資源の産出場所や主な輸出品を読

み取ることを通して、モノカルチャー

経済を理解し、その課題を考察する。 

アフリカの産業について、最も印象的

だったキーワードを 1 個選び、その理

由を「Ｒ80」で記入して共有する。 

 

【第６時】 アフリカ州について学習してきたことを踏まえ、パフォーマンス課題に取り組もう！ 

１．動画で海外協力隊を知ろう！ ２．構想シートを活用しよう！ ★構想シートの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

海外協力隊を紹介する動画を視聴し

て、パフォーマンス課題への関心を

高める。（JICA Web ページより） 

社会力アップシートを見直しながら

構想シートに取り組むことで、パフ

ォーマンス課題作成の材料とする。 

３．パフォーマンスを紹介しよう！ ４．「未来シート」記入共有しよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ１】で、これまでの学習を

通して見出したアフリカ州の課題につ

いて重要と思う順にランキングする。

【ステップ２】で、25歳の自分の職業

を選択する。これらを踏まえ、【ステ

ップ３】で、パフォーマンス課題につ

いて具体的に構想して記入する。 

構想シートを基に作成したパフォー

マンス課題について、グループで回

し読みや発表した後、学級全体でも

数名の生徒が発表して共有する。 

第１時で選択した「かふやみ 20 の

力」を顔マークで自己評価し、さら

に身に付いた力を「かふやみ一覧

表」から選び記入して振り返る。 

カード提供掲載許可：NPO法人開発教育協会 

 

 

 

 

 

 ど が  になっ
ているの 、スマホの
 料のせいなん … 

「組立てる」
が先 と思う 

「  カ  ャー経済」で
す。なぜなら、そのせいで… 

アフリカ州の課題
解決のために、10
  の自分  を
している  う… 

身に付けたか
った力が、身
に付いたと思
う理由 … 

 

   力 とな
って、「平和問
題」について取
り組みたいで
す。なぜなら… 

 

実際の 力 を 
見てみよう  



〇 「主体的に学習に取り組む態度」【態】評価の実際 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 実践の効果 

 キャリア教育の視点を踏まえた本実践の授業改善による効果について、生徒への事後アンケート(下表)や

「未来シート」の記入と内容、及び協力員（授業者）の感想等を基に考察する。〔n＝112〕 

 
「未来シート」に ける生徒の自己評価(複数選択可とした)   

ｎ=112 
学習前の 

選択延数 

学習 の自己評価 学習 の 

選択延数     

かかわる力 ９６ 41 45 9 1 ４８ 

ふり返る力 ３４ 14 16 3 1 １７ 

やりぬく力 １０２ 39 52 9 2 ６７ 

みと す力 ４３ 22 15 4 2 ４６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価 生徒がパフォーマンスした記述 

Ａ 

[生徒ａ] 私は海外協力隊になって「モノカルチャー経済」について取り組みたいです。モノカルチャー経済だ

と収入が安定せず食料も買えないし、モノカルチャー経済の鉱物があることで子ども兵士も引き起こしているか

らです。私は中学生の時、アフリカ州の学習でこのことを学んだ時からアフリカの現状をＳＮＳで拡散して改善

しないといけないと訴える活動をしてきました。美容・ファッション関係の仕事についた今、農産物や鉱物以外

にも収入を得ることができる産業もあることを教えて少しでも課題を減らしに行きたいです。 

Ｂ 

[生徒ｂ] 私は海外協力隊になって「食料問題」について取り組みたいです。急激な都市化で人口が増加し、ス

ラムや農村が食料問題で餓死する人が出ている、自分がこんなことになっていたら助けて欲しいと思うからで

す。私は中学生の時、アフリカ州の学習で、このことを学んだ時からアフリカの課題についてもっと調べたりし

てきました。飲食業者となった今、食料問題を中心にアフリカの課題を解決に行きたいです。 

Ｑ１:「考える力や書く力」は以前より高まったか？ ⇒肯定的回答８９％ 

理 

由 

[生徒ｃ]社会力アップシートにキーワードがあり 80 字にまとめることで自分の伝えたいことを書きやすくなった。 

[生徒ｄ]一枚の振り返りシートだと前時も振り返りしやすく、めあてとつなげて考えることができたから。 

[生徒ｅ]グループ活動することで考えることを意識して意見を出し合えたし、なぜだろうと調べるようになった。 

Ｑ２:自分が何かをすることで少しでもよりよい社会になるという気持ちは以前より高まったか？ ⇒肯定的回答９３％ 

理 

由 

[生徒ｆ]なりたい仕事と関連させて、将来こうする！と考えながらパフォーマンス課題に取り組めたから。 

[生徒ｇ]協力隊の自分を想像しながらアフリカのことを考えることで自分でもできることがあると気づけたから。 

[生徒ｈ]アフリカの社会をより良くするための考えを立案することができたから。 

Ｑ３:「未来シート」を活用したことで、身に付けたい力を以前より意識して取り組めたか？ ⇒肯定的回答 88％ 

理 

由 

[生徒ｉ]身に付けたい力をシートに書くことで目標がわかり、こうしようと確認しながら取り組めたから。 

[生徒ｊ]どの力を身に付けたいかで授業への気持ちが変わったし、自分がふり返ったことがわかりやすく見れた。 

[生徒ｋ]目標があることで次のことも考えながら取り組めた。それ以上の身に付けたい力も身に付いたから。 

 上表Ｑ１から社会力アップシートやアクティビティによって、思考力・判断力・表現力の高まりを感じてい
ることが読み取れる。特に、さらに調べてみたという行動変容から主体的に学習に取り組んでいる様子が感じ
られる。Ｑ２では、自分の将来を想像しながら社会参画意識が涵養された点が読み取れることから「かふや
み」を踏まえたパフォーマンス課題の設定による効果と考えられる。Ｑ３からは、学習への見通しを持って身
に付けたい力を選んだことや、学習後に自己評価をすることで振り返る材料となっていることから「未来シー
ト」の有効性が感じられる。左表からもその効果が読み取れる。特に、右上に例示した生徒ｍは学習前に[か
⑤][や①]を選択し、学習後には と マークの自己評価を行い、さらに身に付いた力として[み①][ふ②]を
選択している。そのように振り返った理由を読むと、社会貢献を視野に自分の役割を見出そうとしたことだけ
ではなく、本単元における目標達成のために試行錯誤しながら学習に取り組んだ様子もうかがえる。 
協力員も本実践について様々な効果を感じている。まず、「社会力アップシート」について、焦点を絞った

記述が増えていることや、自主的に他者と比較したり、教師に見せに来ていたとその効果を指摘している。ま
た、アクティビティによって積極的に授業に参加する生徒が多くなってきたことを痛感しており、社会科教科
会でも主体的・対話的な手法だと大変好評であった。さらに、パフォーマンス課題を位置付けた授業に対して
も単元学習始めにその課題を提示することで見通しを持つようになり、日々の授業の中でも課題を意識しなが
ら取り組む生徒が多くなったと述べていた。そして、次単元でも取り入れて実践を続けている。以上より、キ
ャリア教育の視点を踏まえた授業改善による本実践は、学びに向かう力の育成に有効であったと捉える。 

パフォーマンス課題に取り組むにあたり「構想シート」を用いた(前頁参照)。このシートにより、段階的
に構想しやすくなるだけではなく、粘り強く取り組むことも期待できる。前々頁の「社会力アップシー
ト」の第６時の欄に例示したルーブリックを基に評価を行った。その中から評価ＡとＢとなった２名の生
徒の記述を紹介する。この２名は 25 歳の自分の職業を想像し、アフリカ州の課題について学習内容を踏ま
えて捉え、その解決のために自分にできることを記述しており、よりよい社会の実現を視野に構想してい
ることが読み取れる。特に、生徒ａは生徒ｂに比べてイメージしている職業と課題解決案がリンクしてい
る点やその解決案が主体的かつ具体的に述べている点をＡ評価と判断した。 

 

[生徒ｍ]社会の人々の
ために の自分のやる
べきことについて考え
られた。また、将来の事
について 深く考える
ことができた。自分の伸
びていない力をのばす
ために、い い な問題
を考え解決に向かう計
画 考えられたから。 


